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定義. 1) Kn の部分集合 Lであって, ある v, c ∈ Kn, v ̸= 0, を用いて

L = {x ∈ Kn ∃ t ∈ K, x = tv + c}
と表されるものをKn 内の直線と呼ぶ. vを Lの方向ベクトルと呼ぶ.

2) Kn の部分集合H であって, ある a1, · · · , an, c ∈ K, (a1, · · · , an) ̸= (0, · · · , 0), を用いて

H =

x =


x1

x2

...
xn

 ∈ Kn a1x1 + · · · + anxn + c = 0


と表されるものをKn の超平面と呼ぶ. K = Rの時は

a1

...
an

を, K = Cの時は

a1

...
an

をそれぞれ
H の法線ベクトルと呼ぶ. ここで a ∈ C について, a で a の共役複素数を表す. K3 の超平面を
しばしばK3 内の平面と呼ぶ (命題 1.9を参照).

定義. Kn の超平面

H1 =

x =

x1

...
xn

 ∈ Kn a1,1x1 + · · · + a1,nxn + c1 = 0

 ,

H2 =

x =

x1

...
xn

 ∈ Kn a2,1x1 + · · · + a2,nxn + c2 = 0


が互いに平行であるとは, H1, H2 の法線ベクトルが互いに平行であることを言う.

注. この定義はK2の二直線が互いに平行であることの一般化となっている (n = 2とすればK2の二直線が
互いに平行であることの定義と同値な定義が得られる).

補題. Knの超平面 H1, H2が互いに平行であることと, (a2,1, · · · , a2,n) = λ(a1,1, · · · , a1,n)がある 0でない
K の元 λについて成り立つことは同値である.

証明. H1, H2 が平行であることはK = Rであれば

a2,1

...
a2,n

 = λ

a1,1

...
a1,n

がある λ ̸= 0 ∈ R について成り

立つことと同値であるし, K = Cであれば

a2,1

...
a2,n

 = λ

a1,1

...
a1,n

がある λ ̸= 0 ∈ Cについて成り立つことと

同値である. 前者は (a2,1, · · · , a2,n) = λ(a1,1, · · · , a1,n)と, 後者は (a2,1, · · · , a2,n) = λ(a1,1, · · · , a1,n)と
同値である. ¤
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